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～ VS Code＋Claude Devで生成AIによるPJ管理用WEBアプリを自動生成～



VS Code＋Claude Devで生成AIによるWEBアプリを自動生成
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生成AIによるアプリのノーコードによる自動生成の進
化には激しいものがあります。

ついにPromptにより、様々なWebアプリを自動生成
する実効的な仕組みが、VS Codeの拡張機能で、 
Claude Devを利用することで可能になって来ました。

VS Code＋ Claude Devの組合せで、その破壊的
な効果を確認することが可能です。

我々は、この仕組みをPM手法のAI-Drivenによる
一つの解法として検討を進めます。

DifyなどのRAGのワークフローと組合せることで、
経験知を蓄積しながら、WEB I/FでPJを効率化する
仕組み作りを狙います。

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.

※ DALL-E3で生成した『Claude Devによるアプリ自動生成のイメージ』
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Claude Devとは？

4

 生成AIによる最新のアプリ作成機能により、ノーコードでPJ管理用アプリを作成する

Claude Dev は、Anthropic の Build with Claude 2024 年 6 月ハッカソンの一環としてSaoud Rizwan
によって開発された VS Code 拡張機能です。 Claude 3.5 Sonnet のエージェント コーディング機能を活用して、
複雑なソフトウェア開発タスクを段階的に処理します。AI がファイルを読み書きしたり、プロジェクト全体を最初から
作成したり、ターミナル コマンドを実行したり (許可後) できるツールにより、Claude Dev は単純なコード補完や
テクニカル サポートを超えた方法でユーザーを支援できます。

Claude Devの概要と利用方法：
①MicrosoftのVS Codeの拡張機能に、Claude Devを追加します。

②利用したい生成AIを選択して、APIキーを連携させます。

③Claude Devのメニューを立上げて、タスク指定欄から、生成AI利用と同じスタイルで、Promptで
作成したいWebアプリの仕様を入力します。

④ヒューマンインザループの形で、生成された アプリの結果に、修正したい内容をタスク入力します。

⑤グラフなどのUIも美しく出力出来ます。

⑥一度に生成出来ない場合は、逐次Step by Stepで機能を追加・修正出来ます。

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.

※ 以下の試行は、個人の試行レベルであり、商用環境によるフローではないことにご注意下さい。
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VS Codeのインストール

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.

Vs Codeをインストールして、次に拡張機能 から日本語化する

続いて拡張機能からClaude Devをインストールする
左側にロボット のメニューが顕れる

これがClaude Devのメニュー選択ボタンになる

Claude Devで利用する生成AIを選んでAPIキー設定
（P.12）

今回はGoogle Geminiを選択
（P.7以降を参照）



6

VS Codeで新しいフォルダを作成する
新しいフォルダを作成する

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.
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フロントエンドアプリの自動生成

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.
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Google Gemini 1.5 FlashでAPIキーを取得する①
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ここでプロジェクトを作成していないと、それを要求し
てくるので、次の画面でプロジェクトを作成する
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プロジェクトを作成する①

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.

初めてGemini APIを実行する
場合は、プロジェクトを作成する
必要がある
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プロジェクトを作成する②

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.

自分で指定するプロジェクト名を入力する
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Google Gemini Flash 1.5 でAPIキーを生成する②

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.

APIキーを作成の欄で検索すると、先ほど指定した
プロジェクト名が表示されるので、それを選択する

GeminiのAPIキーが生成された

注意）この状態で作成したAPIによる結果は
Googleにオープンなので、企業の機密情報、
個人プライバシーの情報を利用する用途には
使用しないこと!!!

Claude Dev にAPIキーを設定
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Claude Dev にGemini Flash 1.5 で取得したAPIキーを設定

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.
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PromptでClaude Devに生成したいアプリの要求仕様を入力する

# 役割

あなたはプロの経験豊富なフロントエンコーダーでHTML/CSS/Javascriptが得意です。
次の仕様書に従い、ソースコードを書いて下さい。

# 要求

・フロントエンドのみで動作するPJ稼働コスト管理表（日々の稼働メンバ単位での稼働時間、
稼働単価、日々のトータル稼働コスト）を開発して下さい。
日々のトータルコスト＝Σ（日々のメンバ毎の稼働単価×稼働時間）とします。

・ソースはHTML/Javascript/CSSで記載して、一つのファイルに纏めて下さい。

・稼働時間は、時間（HR)で入力して、稼働単価は円貨で入力します。また日々のトータ
ル稼働コストは、千円単位（K¥）で出力してください。

・トータル稼働コストを、メンバ別に色分けした積み上げ棒グラフで日単位・月単位・年単位
で可視化してください。

・また月単位で、円グラフで数値の多い順に、トータル稼働時間、トータル稼働コストを可視
化してください。

・サンプルとして擬似データを作成し入力した状態としてください。

----------------------------------------------------------------

PJのメンバー毎の稼働単価と工数を管理する
可視化を含むWebアプリを作成してみる

勿論この先には、工数分析や様々な機能の拡張もStep by Stepで可能です。
（様々なUIの追加・改良、グラフの生成なども含めて）

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.
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Claude Devを実行した結果 TESTデータを含んだHtmlファイルが
生成されている！

これを一旦、Saveする AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.
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Saveした後の画面

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.
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作成したWEBアプリを動作させてみる
エクスプローラで開くと、作成したhtmlファイルが出来ている

作成したhtmlファイルを開くと⇒以下：

WEB画面に、取り込んだサンプルデータが計算されて表示される！

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.
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作成したWEBアプリに入力機能を追加する のアイコンからClaude Devに追加タスクをINPUTする

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.
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Claude Devの実行結果

またSaveする 追加した機能の部分

結果を確認しながら、Step By Step、ヒューマンインザループでアプリのブラッシュアップが出来る！

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.
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バックエンドアプリの自動生成

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.
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Python Flaskとは？

Flask（フラスク）は、プログラミング言語Python用の、軽量なウェブアプリケーションフレームワークである。
標準で提供する機能を最小限に保っているため、自身を「マイクロフレームワーク」と呼んでいる。
Werkzeug WSGIツールキットとJinja2テンプレートエンジンを基に作られています。

フレームワークとは、動的なウェブサイト、ウェブアプリケーション、Webサービスの開発をサポートするために設
計されたデータベースへのアクセスのためのライブラリやテンプレートエンジン（Webテンプレートも参照）、
セッション管理を提供し、コードの再利用を促進させる仕組みから構成されます。

大規模開発向けにはDjango、小規模で軽量な開発ではFlaskがメジャーであり、開発の効率化に寄与
します。

バックエンドアプリの自動生成では、Python Flaskのフレームワークを活用します。

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.
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7

7

Pythonのインストール Windowsの環境変数に、Pythonの
exeファイルを対応させて、コマンドプロンプ
トからすぐにPythonが実行出来て、また
特権モードが使用できるようにして、
PIPコマンド※が使えるようにする
（※様々な機能追加用コマンド）

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.
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Anthropic Claude 3.5 Sonnetのインストール

https://www.anthropic.com/api

フロントエンドの設計に続いて、バックエンドの設計も必要になる。ここではGemini Flash 1.5より高性能の生成AIが必要になるので、 Anthropic Claude 3.5 
Sonnetを利用します。APIキー取得の手順も示します。

Googleで認証

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.

https://www.anthropic.com/api
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Anthropic Claude 3.5 SonnetでのAPIキー取得① プリペイドでチャージ
$5：この例では1回きりのプリペイド課金を選択

増額するならこの画面から
AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.



24

Anthropic Claude 3.5 SonnetでのAPIキー取得②

APIキー取得

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.
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Anthropic Claude 3.5 Sonnetで取得したAPIキーを設定

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - 
Copyright and all rights reserved.

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - 
Copyright and all rights reserved.
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VS CodeのClaude Devの画面でバックエンドタスクを割り当てる AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - 
Copyright and all rights reserved.
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バックエンドアプリ生成用のタスクのPrompt

@index.html
これからindex.htmlをpython flaskとsqliteを利用してWebアプリケーション化します。

/アクセスで、index.htmlを表示し、index.htmlテーブル(日付(Date)・メンバ(Str)・稼働
単価(int)・稼働工数(int) ）の内容をsqliteを利用して編集・保存できるようにしてください。

構成は以下のように修正してください。
app.py
templates/index.html

必要なモジュールのセットアップ方法も提示してください。

----------------------------------------------------------------

バックエンドアプリを生成するPromptは、機能コンポーネント毎に丁寧に他との関係性を整合とる必要があるため、正確性が要求されてかつ複雑になる。
これをAnthropicのPrompt生成機能により実現する。以下は、その前段階として、 AnthropicのPrompt生成機能に要求するタスクを伝えるためのPrompt。

左記のPrompt
（日本語）

AnthropicのPrompt生成機能

Claude Dev/Python Flask

自動生成したPrompt
（英語化）

フロントエンドに合わせて、
Python Flaskのフレームワークを
利用したバックエンドアプリ
（DBを含む）

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.
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Anthropic ClaudeでPromptを自動生成する

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.
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Anthropic Claudeで自動生成されたPrompt①
You are tasked with converting an HTML file (index.html) into a Flask web application using SQLite for database operations. The application should 
display the content of index.html when accessed at the root URL ("/") and allow editing and saving of the table data using SQLite.

Here's the content of the original index.html file:

<index_html>
{{INDEX_HTML}}
</index_html>

To create the Flask application with SQLite integration, follow these steps:

1. Create a new directory for your project and set up the following structure:
   - app.py
   - templates/
     - index.html
   - instance/
     - database.db (This will be created automatically by Flask)

2. Set up the SQLite database:
   - In app.py, use Flask-SQLAlchemy to define a model for the table data
   - Create functions to initialize the database and add sample data

3. Modify app.py to include the following:
   - Import necessary modules (Flask, Flask-SQLAlchemy, etc.)
   - Configure the Flask application and SQLAlchemy
   - Define routes for displaying, adding, editing, and deleting data
   - Implement CRUD operations using SQLAlchemy

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.
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Anthropic Claudeで自動生成されたPrompt②
4. Modify templates/index.html:
   - Add form elements for adding and editing data
   - Include JavaScript for handling AJAX requests to update the table dynamically

5. Here's a basic structure for app.py:

```python
from flask import Flask, render_template, request, jsonify
from flask_sqlalchemy import SQLAlchemy
from datetime import datetime

app = Flask(__name__)
app.config['SQLALCHEMY_DATABASE_URI'] = 'sqlite:///database.db'
db = SQLAlchemy(app)

class TableData(db.Model):
    id = db.Column(db.Integer, primary_key=True)
    date = db.Column(db.Date, nullable=False)
    member = db.Column(db.String(100), nullable=False)
    unit_price = db.Column(db.Integer, nullable=False)
    work_hours = db.Column(db.Integer, nullable=False)

@app.route('/')
def index():
    data = TableData.query.all()
    return render_template('index.html', data=data)

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.



31

Anthropic Claudeで自動生成されたPrompt③
@app.route('/add', methods=['POST'])
def add_data():
    # Implement adding new data
    pass

@app.route('/edit', methods=['POST'])
def edit_data():
    # Implement editing existing data
    pass

@app.route('/delete', methods=['POST'])
def delete_data():
    # Implement deleting data
    pass

if __name__ == '__main__':
    with app.app_context():
        db.create_all()
    app.run(debug=True)
```

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.
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Anthropic Claudeで自動生成されたPrompt④
6. Modify templates/index.html to include forms and JavaScript for AJAX requests. Here's a basic structure:

```html
<!DOCTYPE html>
<html lang="en">
<head>
    <meta charset="UTF-8">
    <meta name="viewport" content="width=device-width, initial-scale=1.0">
    <title>Data Table</title>
    <script src="https://code.jquery.com/jquery-3.6.0.min.js"></script>
</head>
<body>
    <h1>Data Table</h1>
    <table id="data-table">
        <!-- Table headers and data rows -->
    </table>
    
    <form id="add-form">
        <!-- Form fields for adding new data -->
    </form>

    <script>
        // JavaScript for handling AJAX requests
    </script>
</body>
</html>
```

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.
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Anthropic Claudeで自動生成されたPrompt⑤
7. To set up the required modules, run the following commands in your terminal:

```
pip install flask flask-sqlalchemy
```

8. To run the application:
   - Open a terminal in your project directory
   - Run the command: `python app.py`
   - Open a web browser and navigate to `http://localhost:5000`

Remember to implement proper error handling, input validation, and security measures in your final application. This basic structure provides a 
starting point for creating a Flask web application with SQLite integration based on the given index.html file.

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.
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Claude Devの画面でバックエンドタスクを割り当てる①

Anthropic Claudeで自動生成したPromptを貼る
ただし冒頭に、フロントエンジンで作成した @index.html
をメンション（＠を付けて）追加しておくこと！

@index.html

You are tasked with converting an HTML file 
(index.html) into a Flask web application using 
SQLite for database operations. The application 
should display the content of index.html when 
accessed at the root URL ("/") and allow editing 
and saving of the table data using SQLite.

Here's the content of the original index.html file:

<index_html>
{{INDEX_HTML}}
</index_html> つづく・・・・

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.



35

Claude Devの画面でバックエンドタスクを割り当てる②

タスクを分析し、必要な手順を整理します：

プロジェクト構造の作成
app.pyの作成とSQLiteデータベースのセットアップ
templates/index.htmlの修正
必要なモジュールのインストール
まず、プロジェクト構造を作成するために、list_filesツールを使用して現在のディレクトリ
構造を確認し、必要なディレクトリとファイルを作成します。

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.
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Claude Devの画面でバックエンドタスクを割り当てる③ エラー発生：
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Claude Devの画面でバックエンドタスクを割り当てる④

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.
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Claude Devの画面でバックエンドタスクを割り当てる⑤

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.
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Claude Devの画面でバックエンドタスクを割り当てる⑥

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.
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Claude Devの画面でバックエンドタスクを割り当てる⑦
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Claude Devの画面でバックエンドタスクを割り当てる⑧

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.
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Claude Devの画面でバックエンドタスクを割り当てる⑨

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.



作成したWEBアプリを動作させてみる①
エクスプローラで開くと、作成したhtmlファイルが出来ている

作成したhtmlファイルを開くと⇒次ページ

フロントエンドとバックエンドの連携版

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.
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作成したWEBアプリを動作させてみる② フロントエンドとバックエンドの連携版

グラフ機能を実装しているが、まだ上手く表示されないので、この部分の追加タスク指定が必要！
ヒューマンインザループで、設計者が確認しながら、フロントエンドとバックエンドの仕様をブラッシュアップしていく

AI@Work Community of Practice, PMI Japan 2024 - Copyright and all rights reserved.
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Claude DevによるWebアプリ構築の流れ
（纏め）
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Claude DevによるWebアプリ構築の流れ
AnthropicによるのPrompt生成用の
Prompt（日本語／人が作成）

AnthropicのPrompt生成機能
（AnthropicのAPIキー取得と

Claude Devに設定含む）

Claude Dev/Python Flask

自動生成したPrompt
（英語化）

環境準備
・VS Code/拡張機能のClaude Dev設定

Gemini Flash1.5インストールと
APIキーの取得とClaude Devに設定

Claude Dev

Gemini Flash1.5用のPrompt
（日本語／人が作成）

フロントエンドの
Webアプリ
index.html

（メニューの日本語化）

フロントエンド
アプリ生成

バックエンド
アプリ生成

ヒューマンインザループで
Step By Step
ブラッシュアップ

※ フロントエンドは、軽量・効率的なGemini Flash1.5を利用
バックエンドは、性能が要求されるので、Anthropic Claude 3.5 Sonnetを利用

入力・修正機能なども逐次追加可能

フロントエンドに合わせて、
Python Flaskのフレームワークを
利用したバックエンドアプリ
（DBを含む）



まとめ
 VS Code＋ Claude Devにより、生成AIを活用して、PJを効率的に管理するWebアプリの自動生成の試行を
行った。

 Web上のUIを実現するフロントエンド機能、SQLiteをDBとしてデータの蓄積・再利用に利用するバックエンド機能
の両方を、Prompt入力により自動生成出来ることを確認した。

 バックエンド機能の実現には、Anthropic ClaudeによるPrompt自動生成機能を利用した。これはバックエンドの
各機能要素を、設計者の確認を得ながら逐次自動生成出来る。

 PJ管理を支援するWebアプリケーションは、情報の共有、オープン化で、PJに関係する全てのステークホルダ間の
Community力を強化することに役立つ。

 今回の試行は、完全なアプリケーションを作ったものではないが、生成AIの進化により、今後のPJ管理の効率化
に大きく貢献出来そうな感触を得た。

 PJの各種実績をRAGやSQLiteなどのDBに蓄積しつつ、PJのコスト予想・リスク分析、ポートフォーリオ選択に繋げ
るよう、生成AIの進化をWatchしつつ取り込んで行きたい。

 ただし「自動生成」による効率化は大きいが、PMや設計者がPJの方向を定めるために、正しいINPUTを生成AI
にStep By Stepで与えることは益々重要であり、PM自身もこの動きを常に学んで取り込んでいく必要がある。

47
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おわりに

本資料の作成グループ：AI@Work WG1 D0チームでは、プロジェクトマネジメントの観点で、
AIを含むプロジェクトを成功させて、価値を実現するための手法を研究しています。
研究の成果を、コンフェレンスでの発表、ブログ記事、スライドなど様々な形式で発信していきます。

我々と一緒に研究したいという仲間の方を常時募集しています。
またお気付きの点、アイデアとか、前向きに取り組みを進めるためのご意見をお待ちしております。
（AI＠Workまで）
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